
�

泉　

誠
蔵
議
員

農
業
行
政
に
つ
い
て

質
問　

本
年
度
の
生
産
調
整
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁　

達
成
率
は
60
・
６
％
で
昨
年
よ

り
３
・
３
％
低
く
県
下
で
は
ワ
ー
ス
ト

２
で
あ
り
旧
町
村
別
で
は
安
田
92
・
29

％
、
京
ヶ
瀬
33
・
22
％
、
水
原
54
・
78

％
、
笹
神
60
・
56
％
で
未
達
成
面
積
は

７
２
４
㌶
で
あ
り
転
作
作
物
は
大
豆

２
６
５
㌶
、
飼
料
作
物
１
１
１
㌶
、
特

例
作
物
１
２
４
㌶
、
加
工
用
米
２
３
３

㌶
で
あ
っ
た
。

質
問　

米
戸
別
補
償
制
度
、
生
産
調
整

の
選
択
制
、
米
粉
、
飼
料
米
等
の
交
付

金
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
又
生
産
目
標

数
量
の
配
分
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

国
は
生
産
調
整
参
加
者
に
対
し

過
去
数
年
分
の
平
均
費
用
と
販
売
価
格

の
差
額
を
全
国
一
律
単
価
で
交
付
す
る

こ
と
で
生
産
調
整
参
加
者
へ
の
メ
リ
ッ

ト
を
打
ち
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お

県
産
米
は
高
価
格
帯
に
位
置
し
米
価
が

下
落
の
場
合
他
県
産
よ
り
下
落
幅
が
大

で
あ
り
全
国
一
律
の
差
額
補
償
は
納
得

が
い
か
な
い
。
生
産
調
整
の
選
択
制
は

協
力
農
家
と
非
協
力
農
家
と
の
わ
だ
か

ま
り
が
あ
り
、
こ
れ
以
上
非
協
力
農
家

が
増
加
し
な
い
よ
う
米
戸
別
補
償
モ
デ

ル
事
業
の
拡
充
を
要
望
す
る
。

　

生
産
数
量
目
標
の
配
分
方
法
は
現
在

の
情
報
で
は
昨
年
同
様
の
配
分
方
法
と

思
う
。

質
問　

水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業

は
大
豆
、
麦
３
万
５
０
０
０
円
で
本
年

産
よ
り
１
万
８
２
０
０
円
減
額
で
米

粉
、
飼
料
米
が
８
万
円
と
有
利
で
大
豆

生
産
に
影
響
が
出
る
と
思
う
。
自
給
率

向
上
の
観
点
か
ら
も
問
題
と
思
う
が
当

市
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

市
の
振
興
転
作
作
物
の
大
豆
、

飼
料
作
物
は
本
年
度
の
交
付
単
価
よ
り

少
な
く
栽
培
面
積
の
大
幅
な
減
少
が
懸

念
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
本
年
度
の
大

豆
交
付
単
価
水
準
ま
で
市
が
助
成
し

た
場
合
、
約
５
３
０
０
万
円
、
新
規

需
要
米
等
８
万
円
ま
で
の
助
成
で
は

１
億
１
０
０
０
万
円
の
財
源
が
必
要
で

厳
し
い
財
政
で
は
支
援
は
困
難
と
考
え

る
。
但
し
本
年
度
の
水
田
経
営
所
得
安

定
対
策
の
大
豆
の
固
定
払
い
を
受
け
た

場
合
、
大
豆
か
ら
新
規
需
要
米
に
シ
フ

ト
す
れ
ば
助
成
の
対
象
外
に
な
る
。

山
崎
正
春
議
員

医
師
確
保
の
た
め
の
奨
学
貸
付

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質
問　

水
原
郷
病
院
の
現
状
は
ご
承
知

の
と
お
り
で
あ
り
、
医
師
の
確
保
は
緊

急
の
課
題
で
あ
る
。

　

県
の
医
師
養
成
就
学
資
金
貸
与
制
度

に
な
ら
っ
て
、
市
独
自
の
奨
学
貸
付
基

金
条
例
を
制
定
し
、
医
師
確
保
を
す
べ

き
と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

答
弁　

県
の
制
度
へ
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
参
加
し
て
お
り
、
今
の
見
込
み
で

は
平
成
24
年
か
27
年
又
は
28
年
度
の
い

ず
れ
か
に
１
名
郷
病
院
に
勤
務
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　

市
独
自
の
条
例
を
制
定
し
積
極
的
な

行
動
計
画
は
、
先
進
事
例
を
含
め
て
十

分
な
調
査
・
研
究
を
行
い
、
検
討
し
た
い
。

意
見　

市
長
の
任
期
中
に
是
非
条
例
を

制
定
し
実
現
し
て
頂
き
た
い
。

現
在
実
施
し
て
い
る
市
の
奨
学

資
金
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

質
問　

現
状
の
申
請
件
数
・
貸
付
件
数
、

貸
付
金
返
還
状
況
と
薬
学
・
獣
医
学
な

ど
６
年
制
に
な
っ
た
貸
付
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
を
伺
う
。

答
弁　

申
請
件
数
は
平
成
19
年
度
37
件
、

20
年
度
28
件
、
21
年
度
26
件
で
あ
り
貸

付
件
数
は
平
成
19
年
度
27
件
、
20
年
度

21
件
、
21
年
度
19
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

返
済
状
況
に
つ
い
て
は
平
成
21
年
11

月
末
現
在
の
返
済
義
務
者
は
２
５
７
人

の
う
ち
滞
納
者
は
５
人
３
９
８
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
ご
指
摘
の
と
お
り
経
済

不
況
の
影
響
が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

こ
れ
ら
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
個
別

対
応
を
取
っ
て
お
り
、
定
期
的
に
個
別

訪
問
や
文
書
等
に
よ
り
返
還
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
医
学
・
薬
学
・
獣
医
学
な
ど
の

学
生
へ
の
特
別
額
の
貸
し
付
け
は
、
行

っ
て
い
な
い
。

宮
脇
雅
夫
議
員

市
政
の
到
達
点
と
今
後
の
施
策

に
つ
い
て

質
問　

天
野
市
長
が
誕
生
し
て
２
年
弱

と
な
り
、
来
年
度
は
折
り
返
し
点
と
な

る
。

　

市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
掲
げ
た
政

策
プ
ラ
ン
の
、
現
在
の
到
達
点
に
つ
い

て
の
見
解
及
び
今
後
「
ど
う
い
う
阿
賀

野
市
を
め
ざ
す
の
か
」（
基
本
構
想
）

と
重
点
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

到
達
点
は
議
員
・
市
民
の
皆
様

か
ら
及
第
点
を
頂
け
る
か
ど
う
か
は
、

難
し
い
と
こ
ろ
な
の
か
と
考
え
て
い
る
。

　

め
ざ
す
ま
ち
の
姿
は
、「
住
ん
で
い

て
良
か
っ
た
と
言
え
る
ま
ち
、
市
を
離

れ
た
人
が
ま
た
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え

る
ま
ち
、
ぜ
ひ
と
も
住
ん
で
み
た
い
と

思
え
る
ま
ち
」で
す
。
最
重
点
施
策
は
、

健
全
財
政
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。

市
の
産
業
振
興
策
は

質
問　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
も
と
、「
阿

賀
野
市
産
業
経
済
振
興
条
例
」
に
基
づ

き
計
画
的
に
地
域
産
業
を
振
興
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
な
い
か
。

　

ま
た
、
不
況
で
苦
し
む
中
小
業
者
の

仕
事
づ
く
り
と
も
な
る
、「
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
や
、「
耐
震
補
強

工
事
助
成
制
度
」
を
早
急
に
創
設
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

中
小
商
工
業
振
興
資
金
へ
の
給

付
割
合
拡
大
及
び
補
給
対
象
資
金
の
拡

大
、
市
観
光
振
興
計
画
の
策
定
、
西
部

工
業
団
地
へ
の
一
社
の
誘
致
、
市
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
策
定
な
ど
行
っ

て
き
た
。
今
、
基
本
計
画
の
策
定
準
備

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
」
や
「
耐

震
補
強
工
事
助
成
」
は
、
国
・
県
の
動

向
を
勘
案
し
て
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
を

質
問　

入
院
だ
け
で
な
く
通
院
も
小
学

校
卒
業
ま
で
や
中
学
校
卒
業
ま
で
助
成

し
て
い
る
市
町
村
が
増
え
て
い
る
。
合

併
前
の
旧
町
村
で
は
こ
の
分
野
で
は
先

進
を
切
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
。
入
院
通
院
と
も
中
学
校

卒
業
め
ざ
し
て
、
来
年
度
か
ら
引
き
上

げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

国
県
に
拡
充
を
要
請
し
な
が

ら
、当
面
は
現
在
の
制
度
で
い
き
た
い
。

倉
島
良
司
議
員

非
核
平
和
は
世
界
の
流
れ

阿
賀
野
市
平
和
都
市
宣
言
を

質
問　

世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る

日
本
に
、
原
爆
を
投
下
し
た
米
国
の
オ

バ
マ
大
統
領
が
『
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
追
求
す
る
こ
と
を
、
米
国
の
国
家
目

標
と
す
る
』
と
演
説
。
国
連
安
全
保
障

理
事
会
、
首
脳
級
特
別
会
合
で
は
『
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
し
た
条
件
づ

く
り
に
、
安
保
理
と
し
て
取
り
組
む
決

意
』
を
明
記
し
た
決
議
を
、
核
保
有
五

大
国
を
含
む
全
会
一
致
で
採
択
し
、
鳩

山
首
相
は
「
核
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
」

決
意
を
示
し
た
。

　

当
阿
賀
野
市
に
於
い
て
も
、
非
核
平

和
の
都
市
宣
言
を
や
り
、
平
和
な
社
会

に
向
け
て
決
意
を
示
す
べ
き
と
思
う

が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

市
と
し
て
は
、
市
民
か
ら
の
要

請
や
要
望
が
あ
れ
ば
、
議
会
の
皆
様
に

お
諮
り
し
な
が
ら
、
非
核
自
治
体
宣
言

を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

稲
作
農
家
の
時
給
三
二
五
円

農
機
具
購
入
費
へ
の
助
成
は
？

質
問　

農
機
具
費
は
、20
年
度
統
計
で
、

10
㌃
あ
た
り
２
万
８
３
０
７
円
と
、
他

の
物
財
費
と
比
べ
て
格
段
に
経
費
の
か

か
る
部
門
で
あ
る
。
生
産
者
米
価
暴
落

の
中
で
、
農
機
具
費
を
ど
う
工
面
す
る

か
は
農
家
に
と
っ
て
、
生
き
る
か
死
ぬ

か
に
か
か
わ
る
重
大
ご
と
で
あ
る
。

　

国
も
リ
ー
ス
と
い
う
手
法
で
大
幅
助

成
、
県
も
助
成
制
度
が
あ
る
が
、
期
限

が
あ
っ
た
り
、
要
件
が
厳
し
か
っ
た
り

で
、
一
般
農
家
は
使
い
勝
手
が
良
い
と

言
え
な
い
。
新
潟
市
、
五
泉
市
で
は
、

独
自
制
度
も
あ
る
。

　

当
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

様
々
な
制
度
が
あ
る
の
で
広
報

誌
等
で
啓
発
に
努
め
た
い
。
市
単
独
支

援
は
財
政
厳
し
い
お
り
難
し
い
。
市
の

農
業
振
興
の
方
向
と
し
て
、
過
大
投
資

を
抑
え
何
人
か
で
共
同
作
業
を
行
う
誘

導
も
大
切
な
使
命
と
考
え
る
。

村
上
清
彦
議
員

福
祉
関
連
の
施
策

質
問　

昨
年
度
厚
労
省
は
保
育
指
針
を

改
定
し
、
保
育
園
に
お
け
る
質
の
向
上

の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

策
定
。
そ
の
中
に
、
看
護
職
等
の
専
門

職
員
の
確
保
推
進
を
含
め
た
保
育
現
場

の
保
健
活
動
の
充
実
を
目
的
と
し
た
項

目
が
あ
る
。
専
門
職
員
の
独
立
配
置
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
園
児
の
安
全

性
が
よ
り
高
ま
り
、
衛
生
面
を
含
め
た

保
健
活
動
の
充
実
が
大
き
く
推
進
さ
れ

る
と
思
う
が
、
段
階
的
な
配
置
や
、
採

用
に
あ
た
っ
て
の
財
政
面
の
措
置
を
含

め
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

看
護
職
を
独
立
し
て
配
置
し
て

い
る
保
育
園
は
な
く
、
保
育
士
業
務
も

行
う
兼
務
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と

ん
ど
で
、財
政
面
の
措
置
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

質
問　
「
企
業
協
賛
に
よ
る
子
育
て
支

援
」
と
し
て
、
子
育
て
家
庭
が
買
い
物

な
ど
の
際
に
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る「
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」

に
つ
い
て
の
進
捗
を
伺
う
。

答
弁　

事
業
の
大
枠
で
あ
る
実
施
要
綱

の
素
案
が
も
う
少
し
で
完
成
す
る
予
定

で
あ
る
。
何
よ
り
も
企
業
の
協
賛
が
得

ら
れ
な
け
れ
ば
事
業
展
開
が
難
し
い
こ

と
か
ら
、
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ
る

よ
う
担
当
課
へ
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

質
問　

団
塊
の
世
代
が
定
年
退
職
を
迎

え
る
な
か
で
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ

う
就
業
の
場
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

は
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
高

齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
せ

る
、生
き
が
い
対
策
の
一
環
と
し
て
、高

齢
者
の
雇
用
創
出
を
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

答
弁　

高
齢
者
の
雇
用
の
創
出
は
幅
広

い
波
及
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
支
援
や
共
同
で

の
事
業
展
開
を
は
じ
め
、
地
元
商
業
・

農
業
関
係
団
体
等
と
の
連
携
を
模
索
し

な
が
ら
、検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

病
児
・
病
後
児
保
育
、
公
営
住
宅
の

整
備
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助

成
に
つ
い
て

岡
部
直
史
議
員

水
原
郷
病
院
に
つ
い
て

質
問　

公
設
民
営
化
協
議
と
今
後
の
課

題
を
問
う
。

　

新
病
院
建
設
に
つ
い
て
、「
三
百
床

で
建
設
費
百
億
円
」
な
ど
と
数
字
が
一

人
歩
き
し
て
い
る
が
、
規
模
だ
け
で
な

く
、
ど
う
い
う
医
療
を
や
る
の
か
、
ど

う
い
う
病
院
が
望
ま
し
い
の
か
明
確
に

す
る
事
が
大
切
だ
。
民
営
化
後
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
県
の
援
助
も
得
な
が
ら

す
す
め
る
べ
き
だ
。

　

あ
わ
せ
て
市
内
開
業
医
と
の
協
力
関

係
、休
日
診
療
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

11
月
10
日
に
厚
生
連
に
議
会
議

長
と
共
に
出
向
き
、
今
後
の
交
渉
継
続

な
ど
市
の
考
え
方
を
説
明
し
た
。

　

具
体
的
協
議
に
向
け
た
市
の
提
案
事

項
取
り
ま
と
め
の
た
め
の
作
業
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
協
議
し
て
い
る
。
詳
細
に

つ
い
て
は
議
会
特
別
委
員
会
で
報
告
し

た
い
。

　

休
日
診
療
に
つ
い
て
は
、
参
加
す
る

開
業
医
数
が
限
ら
れ
て
い
る
が
、
受
診

者
は
昨
年
４
月
〜
10
月
で
２
３
８
人
、

今
年
４
月
〜
10
月
で
３
２
７
人
と
増
加

し
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

質
問　

昨
年
、
市
民
３
０
０
０
人
に
対

し
て
実
施
し
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会

に
対
す
る
市
民
意
識
調
査
」
の
結
果
が

市
民
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
と
ま

り
次
第
市
民
に
報
告
し
、
今
後
の
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
を
問
う
。

　

こ
の
調
査
書
の
「
行
政
へ
の
要
望
」

欄
に
は
、
子
育
て
支
援
を
望
む
声
が
最

も
多
い
。
今
後
の
市
の
施
策
に
ど
う
反

映
す
る
か
を
伺
う
。

答
弁　

調
査
は
昨
年
９
月
に
実
施
し
、

３
０
０
０
人
中
１
１
６
５
人
の
市
民
か

ら
回
答
を
得
て
、
今
年
２
月
に
結
果
報

告
書
を
ま
と
め
た
。
今
後
、
広
報
等
に

力
を
入
れ
、
市
民
に
周
知
し
て
い
く
。

　

調
査
結
果
か
ら
「
潜
在
的
市
民
ニ
ー

ズ
を
探
れ
」
と
題
し
た
研
修
も
行
っ
て

い
る
。
ご
指
摘
の
子
育
て
支
援
な
ど
貴

重
な
市
民
の
「
生
の
声
」、
問
題
を
抱

え
て
い
る
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

つ
と
め
、
第
２
次
『
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
』
に
生
か
し
た
い
。

　12月 3日〜 4日、12人が行いました。
　掲載している内容は限られたスペースのため、
質問と答弁の要旨を掲載しています。


